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その他

その他 補正予算

審議議案

市立３図書館を指定管理者制度へ移行
小・中学校にエアコンを導入（２６年夏）

さ
ら
に
利
用
し
や
す

い
図
書
館
へ

問  

職
員
数
や
人
件
費
へ
の
影
響
や

チ
ェ
ッ
ク
体
制
、
学
校
図
書
館
と
の

連
携
は
。

答  

現
在
の
職
員
数
は
、
正
職
員
が

17
名
、
再
任
用
職
員
３
名
、
及
び
臨

時
職
員
と
窓
口
業
務
委
託
を
含
め
る

と
合
計
49
名
で
、
指
定
管
理
に
移
行

す
る
と
50
名
を
若
干
超
え
ま
す
。
人

件
費
は
約
１
億
４
８
０
０
万
円
か
ら

約
１
億
９
０
０
万
円
に
削
減
と
な
り

ま
す
。
選
書
や
市
の
方
針
に
つ
い
て

は
、
担
当
部
署
を
設
置
し
、
指
示

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
ま
た
学
校
図
書

館
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
け
る
予
定
で

す
。

問  

指
定
管
理
者
が
運
営
し
て
も
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
れ
る
の

か
。

答  

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
等
の
充
実
を
図

る
た
め
、
司
書
の
割
合
を
５０
％
以
上

に
す
る
ほ
か
、
図
書
等
の
購
入
費
を

増
額
し
て
資
料
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
現
在
実
施
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
お
話
会
な
ど
は

継
続
し
て
行
い
、
新
た
に
図
書
館
ツ

ア
ー
・
作
家
講
演
会
の
開
催
な
ど
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
事
業

を
実
施
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

問  
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

保
護
は
守
れ
る
の
か
。

答  

指
定
管
理
者
は
※
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
マ
ー
ク
を
取
得
し
て
お
り
、
職

員
の
研
修
も
十
分
実
施
し
て
い
る
実

績
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
担
当

者
も
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き

ま
す
。

 

反
対
討
論

　

図
書
館
は
、
経
験
豊
か
な
司
書
職

員
に
よ
っ
て
機
能
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
指
定
管
理
後
、
職
員
は

ほ
と
ん
ど
が
１
年
更
新
の
契
約
社
員

と
な
り
、
労
働
条
件
等
低
水
準
で
あ

る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。
人
件
費

等
、
図
書
館
に
か
か
る
予
算
を
削
る

こ
と
の
み
が
前
提
の
指
定
管
理
に
反

対
し
ま
す
。

 

賛
成
討
論

　

指
定
予
定
の
Ｔ
Ｒ
Ｃ
が
運
営
し
て

い
る
埼
玉
県
吉
川
市
立
図
書
館
や
愛

知
県
武
豊
町
立
図
書
館
で
は
図
書
の

貸
し
出
し
や
来
館
者
の
増
加
と
と
も

に
経
費
を
1
0
0
0
万
円
程
度
削
減

で
き
、
図
書
購
入
費
を
増
額
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
民
間
な
ら
で

は
の
知
恵
や
経
験
を
生
か
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
れ
る
と
期
待
し
て

賛
成
し
ま
す
。

快
適
な
学
習
環
境
へ

エ
ア
コ
ン
設
置

　
市
内
全
小
・
中
学
校
27
校
に
、
７

月
中
旬
を
目
途
に
一
斉
に
設
置
予
定

（
建
て
替
え
予
定
の
吹
上
小
学
校
木

造
校
舎
を
除
く
）。
ガ
ス
式
と
電
気

式
に
よ
る
リ
ー
ス
方
式　

総
額
約
12

億
円（
消
費
税
別
）。

問  

設
置
工
事
中
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
は
確
保
さ
れ
る
の
か
。

答  

校
舎
内
は
土
・
日
曜
日
等
の
休

日
を
利
用
し
、
ま
た
、
校
舎
外
は
、

安
全
を
確
保
し
て
工
事
を
行
う
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

６７
施
設
の
指
定
管
理

者
を
指
定

　
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
の

規
定
に
よ
り
、
公
の
施
設
の
設
置
目

的
を
効
果
的
に
達
成
す
る
た
め
、
市

内
の
福
祉
施
設
、体
育
施
設
、公
園
、

ま
た
、
新
た
に
こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
鴻
巣
中
央
図
書
館
等

３
館
に
つ
い
て
、
平
成
２６
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
３１
年
３
月
３１
日
ま
で
の

５
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
管
理
者

を
指
定
す
る
も
の
。

問  

ど
の
よ
う
な
点
を
注
視
し
て
指
▪�インターネット中継をご利用ください。広く市民の方々に市議会をご理解していただけるように、本会議の「生中継」と併せて
「録画中継」も実施しています。傍聴に来ることができない場合でも、お好きな時間に本会議を録画でご覧いただけます。

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
…

　
個
人
情
報
を
適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き

る
企
業
や
事
業
者
を
審
査
し
認
定
す
る
制
度

　
12
月
定
例
会
は
、
12
月
２
日
か
ら
20
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
市
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
な
ど
44
件
の
議
案
に
つ
い

て
慎
重
審
議
し
、
す
べ
て
の
議
案
が
同
意
及
び
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
日
間
に
わ
た
る
一
般
質
問
で
は
、
17
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
に
つ
い
て

活
発
な
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
鴻
巣
市
議
会
初

と
な
る
議
員
に
よ
る
政
策
条
例
「
鴻
巣
市
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
提

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、「
特
定
秘
密
保
護
法
を
制
定
し
な
い
よ
う
国
に
求
め
る
意
見
書
」
提
出
の
請
願

に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
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その他

補正予算

補正予算 条例の一部改正

条例の一部改正

定
し
て
い
る
の
か
。

答  

指
定
す
る
に
あ
た
り
、
適
正
な

人
材
の
配
置
と
接
遇
等
の
研
修
の
実

施
や
資
格
を
持
っ
た
人
員
体
制
が
な

さ
れ
て
い
る
か
等
を
考
慮
に
入
れ

行
っ
て
い
ま
す
。

問  

こ
ど
も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
が
非
公
募
の
理
由
、
職
員
体

制
、
指
定
管
理
料
は
。

答  

平
成
16
年
に
障
が
い
児
を
持
つ

保
護
者
に
よ
り
設
立
さ
れ
た「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
」で
、
加
須
市
内
で
障
害
児

放
課
後
学
童
ク
ラ
ブ
等
を
運
営
し
て

き
た
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
公

募
と
し
ま
し
た
。
職
員
体
制
は
、
子

ど
も
た
ち
３
人
に
１
人
の
指
導
員
又

は
保
育
士
を
配
置
し
ま
す
。
常
勤
職

員
３
名
、
非
常
勤
職
員
17
名
の
予
定

で
す
。
指
定
管
理
料
は
約
４
７
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

開
館
時
間
の
延
長

問  
改
正
す
る
理
由
と
内
容
は
。

答  

利
便
性
向
上
の
た
め
開
館
時
間

を
現
行
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
を
、
午
後
10
時
ま
で
に
延
長
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
会
議
室

使
用
料
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
改
正

後
の
使
用
料
は
、
平
成
26
年
４
月
１

日
以
降
の
申
請
か
ら
適
用
と
な
り
ま

す
。

ゾ
ー
ン
30
整
備

【
事
業
概
要
】吹
上
富
士
見
地
区
３８　
ｈａ

を
時
速
３０
キ
ロ
に
規
制
し
交
通
安
全

の
確
保
を
図
る
。

問  

整
備
状
況
は
。

答  

当
初
予
算
の
工
事
費
が
3
0
0

万
円
、
今
回
60
万
円
の
補
正
と
な
り

ま
す
。
１
月
の
初
め
に
入
札
を
行

い
、
３
月
中
旬
に
完
成
予
定
で
す
。

　
な
お
、
ゾ
ー
ン
30
の
法
定
外
表
示

は
鴻
巣
市
、
標
識
は
公
安
委
員
会
が

設
置
し
ま
す
。

三
谷
橋
大
間
線（
２

期
工
事
）現
在
の
進

捗
と
今
後
の
見
通
し

【
事
業
概
要
】中
山
道
鴻
神
社
前
交
差

点
か
ら
国
道
17
号
宮
地
交
差
点
間
に

お
い
て
、
中
心
市
街
地
の
東
西
幹
線

道
路
と
し
て
整
備
。

問  

現
在
の
用
地
取
得
率
は
。
ま

た
、
事
業
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答  

平
成
25
年
11
月
末
時
点
の
用
地

取
得
率
は
、
22
・
２
％
で
す
。
事
業

に
つ
い
て
は
県
知
事
よ
り
、
平
成
23

年
度
か
ら
平
成
29
年
度
の
７
年
間
で

事
業
認
可
を
受
け
て
お
り
、
現
段
階

で
は
こ
の
期
間
内
の
完
成
を
目
指
し

て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

消
費
税
率
引
き
上
げ

に
伴
う
経
過
措
置

（
上
下
水
道・農
業
集
落
排
水
使
用
料
）

問  

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
経
過

措
置
の
内
容
は
。

答  

条
例
の
附
則
に
お
い
て
、
平
成

26
年
４
月
１
日
前
か
ら
継
続
し
て
使

用
し
て
い
る
場
合
で
、
同
年
５
月
31

日
ま
で
の
間
に
行
う
最
初
の
検
針
で

▪インターネット中継　平成25年12月利用統計（アクセス数）　　◆ライブ中継・・894件　　◆録画中継・・438件

確
定
す
る
料
金
に
つ
い
て
は
、
旧
税

率
を
適
用
す
る
経
過
措
置
を
規
定
し

て
い
ま
す
。

市
道
の
認
定
・
廃
止

問  

種た
な
だ
れ
や
ど
お
り
が
わ

足
野
通
川
土
地
改
良
事
業
の

完
成
に
伴
う
廃
止
と
認
定
路
線
の
延

長
は
。

答  

廃
止
路
線
の
延
長
が
８
６
９

７
・
１
７
ｍ
、
認
定
路
線
の
延
長
が

８
４
７
９
・
１
ｍ
と
な
り
ま
す
。
延

長
は
２
１
８
・
０
７
ｍ
の
減
と
な
り

ま
す
が
、
廃
止
路
線
の
幅
員
は
１
・

８
ｍ
か
ら
３
ｍ
程
度
で
し
た
が
、
土

地
改
良
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
標
準

幅
員
が
５
ｍ
の
道
路
と
な
り
ま
し
た

の
で
、
道
路
の
総
面
積
と
し
て
は
増

え
て
い
ま
す
。

１２月議会で議決した施設名　　　　　☆新規指定管理施設
鴻巣市総合福祉センター 鴻巣市立屈巣学童保育室ほか₂施設
鴻巣市吹上福祉活動センター 鴻巣市立総合体育館ほか１０施設
鴻巣市高齢者福祉センター白雲荘ほか₂施設 上谷総合公園多目的グラウンドほか₃施設
鴻巣市あしたば第一作業所 コスモスアリーナふきあげほか₇施設
鴻巣市あしたば第二作業所 鴻巣市かわさとグラウンドゴルフ場ほか５施設
鴻巣市吹上太陽の家 ☆鴻巣市立鴻巣中央図書館ほか₂施設
鴻巣市川里ポプラ館 すみれ野中央公園
鴻巣市共和こども交流の家 上谷総合公園ほか１２施設
☆鴻巣市こどもデイサービスセンター 鴻巣市文化センター
鴻巣市立吹上学童保育室ほか１施設 鴻巣市吹上勤労青少年ホーム
鴻巣市立大芦学童保育室ほか１施設 鴻巣市川里農業研修センター

議
員
提
出
条
例
第
一
号

「
鴻
巣
市
歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」
制
定

　
鴻
巣
市
議
会
で
は
、
市
民
の
生
涯

に
わ
た
る
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
議
員
提

案
に
よ
り
「
鴻
巣
市
歯
科
口
腔
保
健

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

議
員
提
案
に
よ
る
条
例
制
定
は
近

隣
自
治
体
で
も
少
な
く
、
こ
の
た
び

の
条
例
制
定
に
際
し
て
は
、
北
足
立

歯
科
医
師
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

会
派
を
超
え
て
歯
科
口
腔
保
健
に
関

す
る
勉
強
会
を
重
ね
、
全
会
一
致
で

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

【
条
例
の
基
本
理
念
】

①
市
民
が
、
生
涯
に
わ
た
り
歯
科
口

腔
保
健
に
関
す
る
取
組
を
行
う
と
と

も
に
、歯
科
疾
患
を
早
期
に
発
見
し
、

及
び
早
期
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
を

促
進
す
る
こ
と
。

②
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
良
質
か
つ

適
切
な
歯
科
口
腔
保
健
及
び
歯
科
医

療
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

③
保
健
医
療
、
福
祉
、
労
働
衛
生
、

教
育
そ
の
他
の
関
連
分
野
に
お
け
る

施
策
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
そ
の
関

係
者
の
協
力
を
得
て
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
歯
科
口
腔
保
健
を
推
進
す

る
こ
と
。

まちづくり常任委員会による現地調査（川面字真木也地内）


